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の青色への変化はチオフェン部位から [AuC14] –への電荷移動が生じたこと示し，結果として生じた Auナノ
粒子の表面プラズモンにより再び赤色を呈したと考えられる。Auナノ粒子はいずれも溶媒中で不安定であ
り，ポルフィリン誘導体分子の固－液界面吸着能が低い（チオフェンの硫黄原子の配位能が低い）ことが示













が存在していることが確認された。熱重量分析（TGA）の結果，単粒子当たり 2-SC0P-Auでは 246 分子，













ると考えられる 4-SC1Pおよび 4-SC1P保護 Au（4-SC1P-Au）ナノ粒子から得られた結果からも支持される。
4-SC1P-Auナノ粒子では，1つもしくは 2つのチオラートを介して Auナノ粒子表面に対してポルフィリン環
が垂直に配位していることが考えられる。また，UV-visスペクトルからは，2-SCnPの場合と対照的に，
4-SC1Pは Auナノ粒子表面で隣接した他の 4-SC1Pと H会合体状の構造を形成することが示唆される。また，




















審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文では，ポルフィリン環が Auナノ粒子表面に平行に多座配位するポルフィリン誘導体の合成経路を
確立し，Auナノ粒子への多座配位に成功し，ポルフィリンπ軌道－金軌道間相互作用に起因する特異光学
特性を明らかにした。また，ナノスケール一次元テンプレートへの微細 Auナノ粒子一次元配列構造の形成
にも成功した。ポルフィリン誘導体の合成経路の確立，および，テンプレートを用いた Auナノ粒子一次元
配列形成は，低トンネル抵抗 Auナノ粒子を用いたナノエレクトロニクスへの展開を大きく前進させたと考
えられる。これらの研究成果は大きな学術的貢献であり，物理化学分野の新しい可能性を切り開いた極めて
価値の高い論文である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
